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平成２９年度 第２回生駒市環境マネジメントシステム推進会議 記録要旨 

 

１ 日時 平成２９年６月２３日（金）午前９時３０分から午後１２時 

 

２ 場所 生駒市役所 大会議室 

 

３ 出席者 

○生駒市環境マネジメントシステム推進会議委員 

 青木委員、奥田委員、楠下委員、楠委員、小宮山委員、桜井委員、寒川委員、新海委員、

杉山委員、辻垣委員、中畑委員、藤村委員、宮﨑委員、宮地委員、安井委員、矢田委員 

○事務局 

 川島環境モデル都市推進課長、大窪環境モデル都市推進課課長補佐、北里地球温暖化

対策係長、竹田、櫻井、鈴木 

 

４ 会議の要旨 

○班に分かれてヒアリング先とヒアリング内容の決定 

 事務局より資料２に基づいて作業の流れを説明 

・ヒアリング先の決定 

・ヒアリング内容の決定 

○全体での共有 

 ・各班が決定したヒアリング先、ヒアリングしようと考えている点について共有 

○ヒアリング先 

◆１班 

・防災安全課 

 ・コミュニティバスの使用実態 

・コミュニティバスの課題と将来展望 

・アシスト自転車の導入について 

・市民活動推進課 

 ・環境関連諸団体への活動援助の状況 

・自治会館への太陽光設置推進状況及び対策 

・病院事業推進課 

 ・市立病院に対する環境関連の管理・運営状況 

・教育総務課 

 ・再生可能エネルギー導入の推進体制 

・地中熱を利用した空調システムの内容と導入によるエコ意識の向上 

・鹿ノ台小学校 
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 ・学校での環境活動の取組み状況 

・地域との連携による取り組みについて 

・中保育園 

 ・環境に関する独自の取組み内容（デマンドシステム、ペープサートなど） 

・環境教育に関して地域を巻き込む方策について 

・南こども園 

 ・子どもへの環境教育の取組み状況 

・各クラスで環境目標を設定して推進している状況 

 

◆２班 

・政策企画推進課 

 ・ペーパーレス会議の課題とその改善 

・ペーパーレス会議実施後のアンケートについて 

・エコオフィス未実施項目の実施できていない理由 

・市民課 

 ・民間委託会社への啓発、取組を促しているか 

・環境保全課 

 ・リユースできる不用品回収の周知方法 

・ごみ減量に関する自治会向け懇談会実施の効果 

・教育支援施設 

 ・掲載内容以外の独自取組み 

・生駒南第二小学校 

 ・本来業務と環境活動がうまくリンクした先行事例 

・児童たちの環境活動に対する意見の反映方法 

・教育指導課 

 ・グリーンフラッグ取得に関する学校への働きかけ 

・子育て支援総合センター/こどもサポートセンター 

 ・「ひろば事業」の内容と啓発方法 

 

◆３班 

・広報広聴課 

 ・環境啓発記事は、広報から依頼して載せているのか（自発的かどうか） 

・出入り業者に対する環境配慮行動を実施していない理由 

・課税課 

 ・家屋の省エネ改修・封筒の改良の取組みについて 

・紙、ゴミの量が増加している理由 
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・デイサービスセンター幸楽 

 ・紙の量が増加している理由 

・新規採用職員への周知について 

・都市計画課・学研推進室 

 ・スマコミ、コンパクトシティの取組みについて 

・生駒北小中学校 

 ・新校舎の省エネ、創エネ設備の運用方法 

・小 1～中 3までの理解力の差を考慮した環境教育の展開 

・学校給食センター 

 ・数値目標の明確化可否 

・環境配慮に対する意識啓発実施有無 

・生涯学習課 

 ・いこまっこ教室の取組みについて 

・紙が増加している理由 

 

◆４班 

・人事課 

・「残業時間削減」に関する実態と現在の取り組み状況 

・他部署への周知方法 

・男女共同参画プラザ 

 ・紙の使用量大幅削減の工夫 

・啓発事業に係る印刷物の作成方法 

・高齢施策課 

・紙の使用量が１４１％増となった理由 

・あすか野幼稚園 

・グリーンデイ、木曜リサイクルデーの取組開始時期 

・地域ボランティアを巻き込んだ方法 

・活動に対する園児、保護者、地域の理解度 

・なばた幼稚園 

・グリーンクリーン活動、幼稚園をきれいにする日の取組詳細 

・年齢別の具体的な取組内容と園児の理解度 

・今後の目標 

・建築課 

・省エネリフォームに対する補助の件数低下に対する改善策 

・環境モデル都市推進課 

・高齢者にやさしいコンパクトシティの整備に係る事業の成果と課題 
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・所属職員の人数と、業務量に対する人員数の過不足 

・ＯＡ用紙購入量大幅削減の要因 

・太陽光発電システムに対する補助の周知方法 

・バイオコークスの活用について 

 

◆５班 

・総務課 

 ・太陽光発電システムについて、費用対効果、設置の目的など 

・庁舎 LED化によるメリット・デメリット 

・帳票 3別紙「実施していない」項目の理由 

・人権施策課 

 ・昼休みパソコン OFF実施率が半分の理由 

・出張方法変更の具体例 

・帳票 3別紙「実施していない」項目の理由 

・みどり公園課 

 ・自転車通勤 4名の経緯 

・緑被率導入の可否 

・緑化推進、保全の状況と課題 

・浄水場 

 ・小水力発電の費用対効果、現状と課題 

・サイボウズメール会議での紙削減具体例 

・桜ケ丘小学校 

 ・紙削減 2,000kgの方法 

・エコ委員会の活動について 

・グリーンカーテンの取組み 

・壱分幼稚園 

 ・取組に対する保護者、園児の反応 

・不要かばんなどを海外送付している状況と課題 

・ふるさとミュージアム 

 ・講演会テーマの選定について、現場の声、お客様の反応 

・効果が出ている取組の具体的方策 

 

○その他 

事務局より 

ヒアリング監査を実施する第３回環境マネジメントシステム推進会議は７月２６

日（水） コミュニティーセンター 文化ホールにて開催予定。 


